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1. 韓国現代史の政治状況

1) 6.25戦争

2) 4.19革命

4・19当時の大学教授陣
のデモ活動

大学生のデモ 朝鮮戦争を取り扱った
ブルース・カミングスの著書



1. 韓国現代史の政治状況

3) 5.16軍事クーデターと10月維新

4) 新軍部のクーデター

5・16クーデターの中心人物
朴鐘圭、朴正煕、車智澈

新軍部クーデターの主軸勢力 ハナ会



2. 韓国キリスト教の民主化運動

1）三選改憲反対運動

2）維新撤廃運動

張俊河

三選改憲反対デモ
維新憲法に反対する韓神大学生たち



2. 韓国キリスト教の民主化運動

3）新軍部との闘争

4) 韓国現代の人権運動の堡塁

光州民主化運動の様子



メソジスト宣教師 ジョージ・オーグル
NCCK木曜日祈祷会

教会女性連合会 手榴弾追放運動 警察に封鎖される基督教会館



3. 韓国キリスト教の民主化運動における
プロテスタントとカトリックの協力

池学淳主教と金寿煥枢機卿

NCCK人権週間の行事 3・1民主救国宣言文

カトリック司祭たちのデモ行進



4. 韓国キリスト教の南北統一運動

1) 南北キリスト教者の間の対話

2) 北朝鮮支援の中心になる韓国キリスト教

南北キリスト教代表者平壌訪問（1992）

南北分かち合い運動緊急救護



5. 韓国キリスト教の民主化、
統一運動においての
日本キリスト教の支援

1) 和解と協力のモデル

2) 世界のキリスト教、言論への窓口

澤正彦牧師 池明觀先生 朴炯圭牧師 日韓キリスト者たちの協力



6．日本キリスト教の歴史責任告白の意義

キリスト教の「生きる道」の変革

言葉より実践

日本基督教協議会(NCCJ、早稲田)と
その中にある「アクティブ・ミュージアム 女たちの戦争と平和資料館」



7．日本キリスト教が
戦後注目したマイノリティー

在日韓国・朝鮮人
沖縄人

在日大韓教会大阪教会(左)、琉球人(現在の沖縄人)の姿(右)



7．日本キリスト教が
戦後注目したマイノリティー

被差別部落民
アイヌ民族

アイヌ人

被差別部落民



8．韓国キリスト教の多数派と「資本主義」

韓国現代のキリスト教の主流の特徴

教会成長主義

現世利益信仰



9．韓国キリスト教の高度成長の背景

分断と戦争、社会不安

1960-70年代以後の急速の経済復興と分配の疎外



10．シャーマニズム的宗教文化

異端、新宗教的な宗教カリスマ



11．極端的資本主義、拝金主義とキリスト教

「霊とお金」

豪華聖殿建築、牧師たちの成功主義



12．韓国キリスト教の世界宣教

「新帝国主義」的宣教方法論

移植的宣教模型の問題点



リバイバル運動

現世利益信仰（祝福信仰）

教会成長主義

伝道熱情（世界宣教含め）



懺悔と告白のプロセス

「社会福音」的責任感

キリスト者としての歴史認識

宣教神学に対する批判的反省


